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平成28年度戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）
【VOC排出量削減と塗装コスト削減を同時に実現する「泡と微生物を利

用したVOC高効率補修・高分解塗装ブース」の開発】を終えて

日本パウダーコーティング協同組合　事務局

トピックス

はじめに
　平成 26 年度のサポインの募集において（有）田辺
塗工所（田辺 直社長）は上記テーマ―で採択を受け
られました。パウダー協が協賛している IPCO（国際
工業塗装高度化推進会議）のメンバーでもあったこと
からオブザーバー参加させていただきました。この度、
実質は二年半ですがこの３月にめでたく終了を迎えら
れました。大枠としては上々のできで完成と言えます
が一部未達成で今後に繋ぐか検討中止の事柄も有りま
す。
　今回、平成 28 年のパウダー誌秋季号に経緯も含め
た今回の活動に対して掲載及び粉体塗装研究会の 28-4
でもご講演をいただいたことも有り最終まとめを開発
推進委員会の結果をもとに事務局として行いましたの
で報告させていただきます。
　なお、研究の詳細については粉体塗装研究会セミ
ナー 29-3 にて今回の副総括研究代表者である公益財
団法人新潟工科大学の竹園教授を迎えて総括研究代表
者の田辺社長共々ご講演を行っていただきます。

１．（有）田辺塗工所におけるサポイン事業の
体制等について

①実施時期：平成 26 年９月～平成 29 年３月
②事業管理機関及び代表者

事業管理機関；公益財団法人新潟市産業振興財団
総括研究代表者；（有）田辺塗工所　田辺 直
副総括研究代表者；学校法人新潟工科大学教授
 竹園 惠

③研究開発体制
監督官庁：経済産業省　関東経済産業局
事業管理機関：公益財団法人新潟市産業振興財団
研究実施機関：（有）田辺塗工所、（株）吉田工業、

津島屋鐡工所
研究実施機関：学校法人新潟工科大学

　アドバイザーとして当組合も含めて３社２団体

２．研究開発の概要（平成28年度第３回開発
委員会資料より）と開発の目標設定

①概要については図１を参照。
②研究開発の目標

メラミン樹脂塗料を使用して（使用ブースは小型の

図１　研究の概要
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レプリカブース）
i） 塗料ミスト、塵埃捕集率：従来 97％→ 99.5％目

標
ii） VOC 排出率：従来 100％→ 50％目標
iii） ランニングコスト（メンテナンス費用＋消費電

力）：約 40％に削減
iv） 粉体塗装の塗着効率：従来 60％→ 80％に

３．３年間の主な取組み
1） 塗料ミスト・塵埃・VOC を効率的に捕集する泡の

生成条件の検討
・ 泡発生器の開発
・ 発泡剤の種類の検討
・ 泡ブースに適した泡径の検討
・ その後泡ブースの運転条件の検討（レプリカブー

スを使用）他
2）泡の破壊手法の検討

・機外用の消泡器の開発
消泡装置の設計条件と消泡後の泡密度の関係を
把握

・レプリカブースでの消泡特性の評価　等
3）スクリーンの開発
4）泡の移送機構の開発
5）VOC 処理槽の開発
6）VOC 濃度の測定
7）溶存 VOC の効率的な微生物分解の検討
8）試作機を用いた検討・改良
9）ランニングコストの比較検討
以上の検討において大小のブースを作成。小型のブー
スは（有）田辺塗工所、新潟工科大学に設置されて試
験用に供された。中大型ブースについては（有）田辺
塗工所に設置されて試験に供されてきた。

４．３年間の成果と今後の課題等について
①捕集率

　スクリーンの間隔、裏面パンチングメタルの穴
径・開口率の改良等により 98.5％まで達成すること
ができた。目標までにすることも可能であるが他の
不具合を生じるために問題なく稼働できる範囲内で
は 98.5％となる。

② VOC 排出率
写真２のような装置を組み、泡を流したときと流
さないときの差を比較したが VOC 捕集率にはほと
んど差が見受けられなかった。マイクロバブル、オ
ゾン等を使用しての検討も行ったが、バブル層やマ
イクロバブル＋オゾン水の噴霧領域を通過する時間
が短すぎるのかはっきりとした効果は見受けられな
かった。
塗料に使用される溶剤の種類によっても変わったり
すると思われるので今後も引き続き測定環境や測定
手法の確立も含め検討が必要である。
泡は水に比べ表面積が大きいので樹脂に取り込まれ
た溶剤（疎水、親水共に）や親水性の溶剤は泡の
方が取り込まれやすくこの分は減少すると考えられ
る。泡に取り込まれた樹脂や溶剤（特に親水性）は

VOC 処理槽においてバクテリア処理をされること
になる。

③ランニングコスト
1）捕集率 98.5％にした条件で、

対ベンチュリブース　約 3.7 万円（年・m2）削減
対水洗ブース　約 2.1 万円（年・m2）削減
と試算されている（8 h/ 日× 245 日稼働、20 円
/kWh で算出）。

2） （有）田辺塗工所にこの１年余にわたり設置され

写真１　小型ブース（レプリカブース）

写真２　小型ブースを使用してのVOC捕集率測定
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写真３　自動静電塗装機（左：溶剤、右：粉体）

ているライン（写真３は自動静電塗装機付近）
においての検証
a） 塗装にかかる塗料費用が約 250 万円→約 190

万円に
b） 1 m2 あたりの塗料の使用見積もりを 80 g 

→ 60 g に変更
塗料使用量がこのラインでは 75％に減少してい
ると言える。通常のラインではブース内の風の
動きはダウンブローであるが、この泡ブースを
使用したラインは横に平行の風であることから
塗着効率がアップする要因の一つになったので
はないかと考える。

④粉体塗装の塗着効率
結果は 65．4％と 60％から少しアップしたが目標の
80％には達しなかった。（有）田辺塗工所の検証ラ
インにおいて塗料使用量が約 25％減少しているこ

とやブース内の風の動き、粉体の性状から考える
と現状を 60％とすると 70％を超しても不思議では
ないと思われる。

⑤その他
1） 溶剤系塗料と粉体塗料の塗装の切り替えが短時

間で行える。（（有）田辺塗工所の検証ラインでは
直ぐの切り替えを行っている）

2） 最終廃棄物はほぼ固形（測定では 96％固形分）
となる。

おわりに
　３年（実質２年半）にわたり初めてオブザーバー委
員としてサポインに参画させていただきました。関係
者各位のご尽力により 100％とはいかないまでも上市
できるところまで持ってこられたことに敬意を表しま
す。
　今回の経験を昨年採択を受けられた当組合の会員会
社である（株）ヒバラコーポレーション様のサポイン
活動につなげていけたらと考えています。今後この泡
ブースは市場に販路の開拓をして行かねばなりませ
ん。現在試験用として２台稼働（小型）していますし、

（有）田辺塗工所内の中大型ラインも引き続き稼働し
て参ります。新潟県内での引き合いもいくつかお伺い
しています。
　今後も引き続き改善活動、販路開拓等協力して参り
たいと考えております。なお、この資料はオブザーバー
として委員会に参画させていただき理解した範囲内で
書かせていただいております。先にも書きました様
に検討内容等詳細につきましては粉体塗装研究会 29-3
セミナーにて田辺社長及び竹園先生にご講演いただき
ますので聴講に来ていただければと存じます。




